
名両所分会掲示物不当撤去事件(行政訴訟Ｍ)最高裁勝利！

『謝罪文』手交！ 名古屋で勝利集会開催！
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷

は

月

日
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が

10

15

東
京
高
等
裁
判
所
の
判
決
を

不
服
と
し
て
争
っ
て
い
た
、

東
海
旅
客
鉄
道
「
不
当
労
働

行
為
救
済
命
令
一
部
取
消
請

求
控
訴
事
件
」
（
通
称
「
関

西
行
政
訴
訟
Ｍ
」
）
に
つ
い

て
、
上
告
を
破
棄
す
る
決
定

を
下
し
ま
し
た
。

本
件
は
、
２
０
０
６
年
に

名
古
屋
車
両
分
会
が
、
組
合

掲
示
物
不
当
撤
去
に
対
し
愛

知
県
労
働
委
員
会
に
不
当
労

働
行
為
救
済
を
申
し
立
て
て

以
降
、
最
高
裁
判
所
ま
で
争

っ
て
い
た
事
件
で
す
。

２
０
０
９
年
２
月

日
、

21

愛
労
委
は
９
点
全
て
の
掲
示

物
撤
去
に
つ
い
て
不
当
労
働

行
為
と
認
め
る
完
全
勝
利
命

令
を
下
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

同
年

月

日
、
中
央
労
働

10

28

委
員
会
に
お
い
て
も
９
点
中

７
点
が
不
当
労
働
行
為
で
あ

る
と
認
定
し
ま
し
た
。

一
方
会
社
は
、
行
政
訴
訟

と
し
て
東
京
地
方
裁
判
所
に

提
訴
し
ま
し
た
が
、
２
０
１

２
年

月

日
敗
訴
（
中
労

10

15

委
・
組
合
側
勝
訴
）
、
２
０

１
３
年

月
２
日
、
東
京
高

10

等
裁
判
所
に
お
い
て
も
会
社

が
敗
訴
（
７
点
中
５
点
の
掲

示
物
が
不
当
労
働
行
為
と
認

定
）
し
ま
し
た
。

本
部
は

月

日
、
最
高

10

17

裁
決
定
に
基
づ
き
、
「
労
使

の
信
義
則
違
反
を
猛
省
し
、

こ
の
間
の
労
使
交
渉
に
お
い

て
『
会
社
は
こ
れ
ま
で
不
当

労
働
行
為
を
行
っ
て
い
な

い
』
と
し
た
発
言
を
撤
回
し
、

謝
罪
す
る
こ
と
」
「
謝
罪
文

の
手
交
場
所
に
つ
い
て
は
組

合
事
務
所
と
す
る
こ
と
」
な

ど
５
項
目
に
わ
た
り
、
『
申

第

号
』
で
会
社
に
申
し
入

13
れ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
部
・
本
社
間

で
謝
罪
文
の
手
交
を

月
10

23

日

時
に
行
い
ま
し
た
。
し

16
か
し
、
手
交
場
所
は
本
社
会

議
室
に
組
合
側
に
呼
び
つ
け

る
と
い
う
態
度
で
、
真
摯
に

謝
罪
し
た
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
名
古
屋
車
両
所
分
会
に

至
っ
て
は
、
「
手
交
し
て
や

る
か
ら
大
阪
ま
で
来
い
。
旅

費
は
出
さ
な
い
、
自
腹
で
来

い
」
と
い
う
の
が
関
西
支
社

の
回
答
で
し
た
。

新
幹
線
関
西
地
方
本
部
は

月

日
、
名
古
屋
に
お
い

10

20

て
行
政
訴
訟
「
Ｍ
」
最
高
裁

判
所
勝
利
判
決
報
告
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
会

社
か
ら
の
不
当
労
働
行
為
を

許
さ
ず
闘
っ
て
い
く
こ
と
を

全
体
で
確
認
し
、
村
上
分
会

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集

会
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し

た
。集

会
後
は
、
組
合
員
全
体

で
勝
利
の
美
酒
を
味
わ
い
ま

し
た
。

元
と
の
連
携
」「
環
境
保
全
」

「
安
全
な
施
行
」
の
３
点
を

柘
植
社
長
に
求
め
た
▼
順
番

が
逆
で
は
な
い
か
。
環
境
へ

の
影
響
が
な
い
こ
と
、
住
民

の
理
解
が
十
分
で
き
て
か
ら

認
可
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
こ
の
間
、
沿
線
か
ら
多

く
の
住
民
や
諸
団
体
が
国
交

省
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

そ
の
解
答
も
不
充
分
だ
。
さ

ら
に
、
環
境
大
臣
意
見
で
も

環
境
へ
の
懸
念
を
指
摘
し
て

い
る
。
国
土
交
通
省
が
、
そ

の
事
を
知
ら
な
い
は
ず
が
な

い
▼
Ｊ
Ｒ
東
海
が
行
っ
た
説

明
会
で
は
、
住
民
か
ら
の
質

問
に
対
し
て
ま
と
も
な
解
答

は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
無
か
っ
た
。
太
田
大
臣

が
い
く
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
に
住
民

の
理
解
を
求
め
て
も
、
こ
の

間
の
態
度
を
見
れ
ば
明
ら
か

だ
▼
福
島
第
一
原
発
事
故
で

は
、
誰
一
人
と
し
て
責
任
を

取
っ
て
は
い
な
い
。
リ
ニ
ア

に
お
い
て
は
、
環
境
破
壊
、

水
源
枯
渇
、
経
営
破
綻
の
危

機
が
言
わ
れ
て
い
る
。
一
体
、

誰
が
責
任
を
取
る
の
か
。
こ

の
際
、
リ
ニ
ア
を
推
進
し
て

き
た
全
て
の
者
（
政
・
財
・

労
）
の
私
財
を
担
保
に
す
る

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼

こ
の
政
治
的
な
動
向
は
、
原

発
を
つ
く
っ
て
き
た
過
程
と

同
じ
だ
。
原
発
政
策
の
結
果

が
福
島
第
一
の
通
り
、
リ
ニ

ア
も
同
じ
道
を
た
ど
る
で
あ

ろ
う
。
何
と
し
て
も
着
工
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
。
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２０１４年

１１月４日

第３５４号

月

日
、
国
土
交

10

17

通
省
は
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
着
工
を
認
可
し

た
。
太
田
大
臣
は
、「
地

汽 笛
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現
在
、
秋
の
臨
時
国
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国

会
の
合
間
を
縫
っ
て
Ｊ
Ｒ
総

連
と
各
単
組
の
集
会
や
会

議
、
あ
る
い
は
青
年
部
の
定

期
委
員
会
な
ど
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

月

日
に
参
加
し
た
Ｊ

10

25

Ｒ
北
海
道
労
組
の
「
２
０
１

４
年
度
安
全
・
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
は
、
組
合
案
で
あ

る
減
速
減
便
の
た
め
の
ダ
イ

ヤ
修
正
を
会
社
が
受
け
入
れ

て
、
車
両
故
障
が
明
ら
か
に

減
っ
た
と
い
う
成
果
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
各

職
場
が
抱
え
て
い
る
問
題
は

一
気
に
解
消
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
ひ
と
つ

対
策
の
方
向
性
を
具
体
的
に

打
ち
出
し
、
解
決
に
向
け
て

努
力
し
て
い
る
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
姿
勢
が
大
変
心
強
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

月

日
の
国
土
交
通
委

10

16

員
会
で
、
太
田
大
臣
の
所
信

に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、

函
館
の
若
い
仲
間
の
「
Ｐ
Ｃ

枕
木
の
交
換
は
が
ん
ば
っ
て

い
る
が
、
最
終
的
に
は
そ
の

下
の
地
盤
を
改
良
・
強
化
し

な
け
れ
ば
い
く
ら
Ｐ
Ｃ
枕
木

に
し
て
も
ず
れ
て
し
ま
う
」

と
い
う
訴
え
を
紹
介
し
ま
し

た
。
確
か
に
、
北
海
道
は
本

州
に
は
見
ら
れ
な
い
泥
炭
地

の
広
が
る
地
域
が
あ
り
、
さ

ら
に
は
地
盤
が
凍
っ
て
は
溶

け
、
凍
っ
て
は
溶
け
の
繰
り

返
し
で
、
地
盤
の
緩
み
の
一

因
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
雨
の
降
り
方

の
激
し
さ
の
影
響
も
あ
り
、

地
盤
が
緩
み
や
す
い
と
い
う

新
た
な
状
況
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

安
全
な
線
路
を
つ
く
る
た

め
の
地
盤
改
良
・
強
化
は
、

当
然
に
も
お
金
も
か
か
れ
ば

時
間
も
か
か
り
、
人
手
も
必

要
に
な
り
中
長
期
的
な
課
題

に
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
、

国
の
支
援
も
得
ら
れ
る
よ
う

が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
九
州
地
本

青
年
部
定
期
委
員
会
終
了
後

に
、
青
年
部
員
の
皆
さ
ん
と

九
州
に
お
け
る
物
流
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
も
鉄
道
貨

物
の
維
持
・
発
展
の
た
め

に
、
各
地
の
視
察
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
九
州
地

区
に
お
け
る
鉄
道
貨
物
と
物

流
の
度
、
福
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
と
港
の
関
係
に
つ
い
て
、

九
州
の
ト
ラ
ッ
ク
物
流
拠
点

と
し
て
伸
び
て
い
る
鳥
栖
な

ど
で
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
と
の
連
携

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
視

察
し
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん

と
意
見
交
換
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

月

日
の
国
土
交
通
省

10

17

の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
着
工

認
可
を
受
け
、
本
部
は

月
10

日
、
経
営
面
で
の
大
き
な

24節
目
で
あ
る
と
し
て
、
以
下

の
内
容
で
「
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
着
工
認
可
に
関
す
る

申
し
入
れ
」（
『
申
第

号
』
）

15

を
提
出
し
ま
し
た
。

①
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

着
工
認
可
に
関
す
る
労
使
協

議
を
早
急
に
開
催
す
る
こ

と
。②

今
後
の
リ
ニ
ア
中
央
新

ナ
ス
カ
ッ
ト
の
撤
回
と
減
額

分
の
返
還
を
求
め
て
、
労
働

審
判
に
申
し
立
て
を
行
い
ま

し
た
。

申
し
立
て
を
行
っ
た
組
合

員
は
、
東
京
車
両
所
分
会
・

秋
田
斉
さ
ん
、
山
口
了
さ
ん
、

三
島
車
両
所
分
会
・
土
屋
浩

一
さ
ん
、
名
古
屋
運
輸
区
分

会
・
吉
田
隆
夫
さ
ん
、
加
藤

正
利
さ
ん
で
す
。
秋
田
さ
ん

と
土
屋
さ
ん
は
、
２
０
１
３

年
年
末
手
当
と
２
０
１
４
年

夏
季
手
当
、
山
口
さ
ん
は
２

０
１
３
年
年
末
手
当
、
吉
田

さ
ん
は
２
０
１
４
年
度
定
期

昇
給
と
２
０
１
４
年
夏
季
手

当
、
加
藤
さ
ん
は
２
０
１
４

年
夏
季
手
当
が
不
当
に
カ
ッ

ト
さ
れ
ま
し
た
。

新
幹
線
地
本
は

月
２

10

日
、
「
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
攻

撃
粉
砕
！

・
２
総
決
起
集

10

会
」
を
、
名
古
屋
地
本
は
10

月

日
、
「
狙
い
打
ち
ボ
ー

10
ナ
ス
カ
ッ
ト
を
許
す
な
！
労

働
審
判
勝
利
！
総
決
起
集

会
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
申

し
立
て
た
組
合
員
を
支
え
て

闘
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

（２）第３５４号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１４年（平成２６年）１１月４日

Ｊ
Ｒ
総
連
は

月

日
、

10

29

参
議
院
議
員
会
館
で
「
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
お
け

る
問
題
点
」
報
告
集
会
開
催

を
開
催
し
ま
し
た
。
集
会
に

は
、
多
く
の
衆
参
両
国
会
議

員
や
秘
書
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｒ

総
連
萩
原
副
委
員
長
は
「
東

海
道
新
幹
線
は
開
業

年
を

50

迎
え
た
。
今
や
全
国
に
高
速

鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
リ
ニ
ア
は

互
換
性
の
な
い
鉄
道
で
あ

る
。
環
境
破
壊
、
人
体
へ
の

影
響
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
問

題
が
山
積
し
て
い
る
。
特
に
、

山
田
前
社
長
が
『
リ
ニ
ア
は

ペ
イ
し
な
い
』
見
解
は
、
民

間
会
社
と
し
て
は
あ
り
得
な

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
本
部
高
山
教
宣

部
長
が
、
①
環
境
破
壊
、
安

全
問
題
、
③
人
体
へ
の
影
響
、

④
採
算
性
・
経
営
問
題
、
⑤

リ
ニ
ア
の
消
費
電
力
と
原
発

と
の
関
連
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
議
員
か
ら
は

「
今
ま
で
リ
ニ
ア
が
で
き
れ

ば
便
利
に
な
っ
て
良
い
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
ん

な
に
問
題
が
あ
る
と
は
知
ら

な
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
の
組
合
員
を
狙
い
撃

ち
に
し
た
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト

が
相
次
で
発
生
し
て
ま
す
。

不
当
な
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
に

対
し
、

月
２
日
新
幹
線
地

10

本
３
名
、

月

日
名
古
屋

10

10

地
本
２
名
の
組
合
員
が
ボ
ー

不
当
な
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
を

許
さ
な
い
ぞ
！

新
幹
線
、
名
古
屋
で
労
働
審
判
申
し
立
て

幹
線
建
設
の
具
体
的
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。③

太
田
国
土
交
通
大
臣
が

着
工
認
可
に
あ
た
っ
て
会
社

に
求
め
た
「
地
元
と
の
連
携
」

「
環
境
保
全
」
「
安
全
な
施

行
」
の
３
点
に
つ
い
て
、
会

社
と
し
て
の
見
解
と
具
体
的

な
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

④
柘
植
社
長
は
着
工
認
可

に
あ
た
っ
て
の
記
者
会
見

で
、
「
業
務
執
行
面
で
の
コ

ス
ト
を
下
げ
て
い
く
」
と
発

言
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
社

員
の
労
働
条
件
の
切
り
下
げ

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
社

員
の
労
働
条
件
を
悪
化
さ
せ

る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画

を
見
直
し
、
建
設
・
着
工
を

中
止
す
る
こ
と
。

⑤
会
社
は

月

日
、「
お

10

20

知
ら
せ
」
と
し
て
「
名
古
屋

建
設
部
及
び
中
央
新
幹
線
工

事
事
務
所
の
新
設
に
つ
い

て
」
を
組
合
幹
事
に
説
明
し

た
。
こ
の
よ
う
な
組
織
改
正

に
関
わ
る
こ
と
は
、
会
社
が

労
働
組
合
へ
具
体
的
に
説
明

し
、
労
使
で
協
議
す
る
こ
と
。

リ
ニ
ア
着
工
は
直
ち
に
中
止
せ
よ
！

リ
ニ
ア
認
可
を
受
け
、
申
し
入
れ

Ｊ
Ｒ
総
連
が
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
お
け
る
問
題
点
」
報
告
集
会
開
催

意見を述べる増子参議院議員

田
城
議
員便

り


